
（
再
支
給
の
制
限
）

（
再
支
給
の
制
限
）

第
十
六
条

生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
者
に
は
、
そ
の
支
給
が
終
了
し
た
後
に
、解
雇（
自

己
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）そ
の
他
事
業
主
の
都
合
に
よ
る
離
職
、
第
三
条
第
一
号
に

掲
げ
る
事
由
（
当
該
個
人
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
又
は
当
該
個
人
の
都
合
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）若
し
く
は

同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
経
済
的
に
困
窮
し
た
場
合
（
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
が
終

了
し
た
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。）又
は
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

場
合
を
除
き
、
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
を
支
給
し
な
い
。

第
十
六
条

生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
者
に
は
、
そ
の
支
給
が
終
了
し
た
後
に
、解
雇（
自

己
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）そ
の
他
事
業
主
の
都
合
に
よ
る
離
職
に
よ
り
経
済
的
に
困

窮
し
た
場
合
又
は
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
を
支
給
し
な

い
。

い
労
働
契
約
又
は
期
間
の
定
め
が
六
月
以
上
の
労
働
契
約
に
よ
る
就
職
を
目
指
し
た
求
職
活
動
を
行
う
こ

と
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
、
当
該
者
が
給
与
以
外
の
業
務
上

の
収
入
を
得
る
機
会
の
増
加
を
図
る
取
組
を
行
う
こ
と
が
当
該
者
の
自
立
の
促
進
に
資
す
る
と
都
道
府
県
等

が
認
め
る
と
き
は
、
申
請
日
の
属
す
る
月
か
ら
起
算
し
て
三
月
間
（
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給

期
間
を
延
長
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
引
き
続
き
当
該
取
組
を
行
う
こ
と
が
当
該
者
の
自
立
の
促
進
に
資
す
る

と
都
道
府
県
等
が
認
め
る
と
き
は
、
六
月
間
）
に
限
り
、
当
該
取
組
を
行
う
こ
と
を
も
っ
て
、
当
該
求
職
活

動
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
代
理
受
領
等
）

（
代
理
受
領
等
）

第
十
七
条

生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
受
給
者
」と
い
う
。）

が
居
住
す
る
住
宅
の
賃
貸
人
は
、
当
該
受
給
者
に
代
わ
っ
て
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
を
受
領
し
、
そ
の

有
す
る
当
該
受
給
者
の
賃
料
に
係
る
債
権
の
弁
済
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
給
者
が
次
の
各
号
に

定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
受
給
者
が
居
住
す
る
住
宅
の
賃
料
を
支
払
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、

都
道
府
県
等
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
七
条

生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
受
給
者
」と
い
う
。）

が
居
住
す
る
住
宅
の
賃
貸
人
は
、
当
該
受
給
者
に
代
わ
っ
て
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
を
受
領
し
、
そ
の

有
す
る
当
該
受
給
者
の
賃
料
に
係
る
債
権
の
弁
済
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
給
者
が
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
当
該
受
給
者
が
居
住
す
る
住
宅
の
賃
料
を
支
払
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
場
合

で
あ
っ
て
、
都
道
府
県
等
が
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
方
法

二

賃
貸
住
宅
の
賃
借
人
の
委
託
を
受
け
て
当
該
賃
借
人
の
家
賃
の
支
払
に
係
る
債
務
を
保
証
す
る
こ
と
を
業

と
し
て
行
う
者
が
当
該
受
給
者
に
代
わ
っ
て
当
該
債
務
の
弁
済
を
す
る
方
法

三

納
付
書
に
よ
り
納
付
す
る
方
法

（
調
整
）

（
調
整
）

第
十
八
条

（
削
る
）

第
十
八
条

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第

四
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
対
し
て
は
、

こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
を
支
給
し
な
い
。

こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
、
同
一
の

事
由
に
よ
り
、
法
令
又
は
条
例
の
規
定
に
よ
る
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
に
相
当
す
る
給
付
の
支
給
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
っ
て
は
、
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
は
支
給
し
な
い
。

２

こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
、
同
一
の

事
由
に
よ
り
、
法
令
又
は
条
例
の
規
定
に
よ
る
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
に
相
当
す
る
給
付
の
支
給
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
支
給
事
由
に
よ
っ
て
は
、
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
は
支
給
し
な
い
。
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